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円F0Ⅲia変換に関する以下の問いに答えよ.ただし, f(χ)のF0山ia変換F(y)は,

および F(y)のF0山ia逆変換f(χ)は,

で表されるとする.ただし,i2 =-1とする
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のF011rier変換を求めよ.

[1-2HI・Uの結果を用いて,定積分

を計算せよ.
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[2]次の各問いに答えよ.

[2・U 行列 A
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D 固有値および固有べクトノレを求めよ

( P -P)(0くPく 1,0くq く 1) について次の問いに答えよ

2)上で求めた 2 つの固有べクトノレPI,P2 からなる正方行列を P

P-1AP を求めよ.

3)A"を求めよ.η 1ネ正の整数とする

4)η→伽のとき, Aπはどのような行列に近づくかを示せ.

{2-2]直交直線座標系 0・xyZ について,0 を原点とし,χ軸, y 軸, Z 軸の正の方向の単位へ

クトルをそれぞれ, i,j,k とする

このとき,次のべクトノレ場B について,下記の問いに答えよ.

B =(2P + 1)好yi+{PX'十(1+ P)沌}j+(y'+PZりk

ここに, P は定数とする

1)ベクトノレ場 B の発散 divB を求めよ.

(PI,P2)とするとき,

2)ベクトノレ場B の回転rotB が恒等的に 0 (零べクトノレ)となるように定数P を定めよ
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[3]ある河川堤防において,100年間に越水の起こる(水位が堤防の高さを超えてあふれる)年

数をX とする.越水は年最大水位のみによって起こるものとし,年最大水位が郷方高を超え

る確率を P とすると, X は二項分布 B(100,P)に従う.以下の問いに答えよ.

B・11100年間に越水が一度も起こらなし確率 Pr[X = 0]を, P を用いて表せ

B、2]100年間に越水が一度でも起こる確率をν100以下にしたい.このことを P とν100 を用

いて不等式で表せ.

B・3]年最大水位 h が下図のような確率密度関数f(h)を持つとき, h の超過確率 W(h)

j伽f(k)dk を示せ(ただし,2m s h S 4m のときにおいて)
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